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4． 千葉大学 21世紀 COEプログラムと 
環境倫理研究会（2004.10～ 2009.3）



























































































































































































































































































































































































第 13 回　2004 年 4 月 30 日（金）　紹介者：道家哲平
　山村恒年・関根孝道編『自然の権利　法はどこまで自然
を守れるか』（信山社，1994 年）
第 14 回　2004 年 6 月 10 日（木）　紹介者：吉永明弘
　U. ベック『危険社会』（東廉ほか訳，法政大学出版局，
1994 年）
第 15 回　2004 年 7 月 26 日（月）　紹介者：高田直也
　OECD 編『農業の環境便益』（農林水産省農業総合研究
所監訳，家の光協会，1998 年）
第 16 回　2004 年 9 月 6 日（月）　紹介者：穗鷹知美
　川野健治ほか編『間主観性の人間科学』（言叢社，1999 年）
第 17 回　2004 年 10 月 25 日（月） 紹介者：加藤まさみ
　Ｅ . カレンバック『緑の国エコトピア』（前田公美監訳，
ほんの木，1992 年）
第 18 回　2004 年 12 月 3 日（金） 紹介者：吉永明弘
　服部圭郎『人間都市クリチバ』（学芸出版社，2004 年）
第 19 回　2005 年 1 月 17 日（月） 報告者：穗鷹知美
　穗鷹知美『都市と緑』（山川出版社，2004 年）
第 20 回　2005 年 3 月 11 日（金）報告者：高田直也
　高田直也「熱帯アジアにおける農薬の使用実態と制度に
関する研究」（博士論文，2005 年）
第 21 回　2005 年 4 月 9 日（土） 報告者：吉永明弘
　吉永明弘「環境保全の公共哲学」（博士論文草稿，2005 年）
第 22 回　2005 年 6 月 18 日（土）　報告者：道家哲平，高
田直也
　・足尾銅山エコツーリズム（5 月 4 日・5 日）報告
　・産地（農村地域社会）への出張報告




第 24 回　2005 年 11 月 12 日（土）　紹介者：穗鷹知美
　Ｖ．パパネック 『地球のためのデザイン』（鹿島出版会，
1998 年） 
第 25 回　2006 年 3 月 11 日（土）　報告者：高田直也
　E. ミルストーン，T. ラング『食料の世界地図』大賀圭治，
中山里見，高田直也訳，丸善，2005 年）






　2005 年 10 月，講師：高橋ユリカ（ジャーナリスト）
第 2 回　「農のある都市生活：ドイツにおける市民的環境
教育の展開―NPO クラインガルテン連合の実践」
　2005 年 11 月，講師：高雄綾子（東京大学大学院）
第 3 回 「レイチェル・カーソンに学ぶ農薬問題の考え方－
農産物の安定供給，環境問題，食の安全とのかかわり」
　2005 年 12 月，講師：高田直也（農畜産業振興機構）
第 4 回　「エコツーリズムの理念」



















第 1 回　2002 年 11 月 25 日（月）　紹介者：吉永明弘
　R. ナッシュ『自然の権利』（岡崎洋監修，松野弘訳，
TBS ブリタニカ，1993 年）
第 2 回　2003 年 2 月 24 日（月）　紹介者：高田直也
　J.E. コーエン『新「人口論」』（重定南奈子ほか訳，農山
漁村文化協会，1998 年）
第 3 回　2003 年 3 月 7 日（金）　紹介者：穗鷹知美
　J. ヘルマント編著『森なしには生きられない』（山縣光
晶訳，築地書館，1999 年）
第 4 回　2003 年 4 月 2 日（水）　紹介者：吉永明弘
　J. パスモア『自然に対する人間の責任』（間瀬啓允訳，
岩波書店，1979 年）
第 5 回　2003 年 5 月 9 日（金）　紹介者：高田直也
　武内和彦，田中学編『生物資源の持続的利用』（岩波書店，
1998 年）
第 6 回　2003 年 7 月 11 日（金）　紹介者：穗鷹知美
　D. アーノルド『環境と人間の歴史』（飯島昇蔵・川島耕
司訳，新評論，1999 年）
第 7 回　2003 年 8 月 21 日（木）　紹介者：須永晃子
　J. トムリンソン『グローバリゼーション』（片岡信訳，
青土社，2000 年）
第 8 回   2003 年 10 月 3 日（金）　紹介者：吉永明弘
　A. ドレングソン，井上有一共編『ディープ・エコロジー』
（昭和堂，2001 年）
第 9 回　2003 年 11 月 6 日（木）　紹介者：高田直也
　久野秀二『アグリビジネスと遺伝子組み換え作物』（日
本経済評論社，2002 年）
第 10 回　2003 年 12 月 19 日（金）　紹介者：穗鷹知美
　R.N. プロクター『健康帝国ナチス』（宮崎尊訳，草思社，
2003 年）
第 11 回　2004 年 2 月 6 日（金）　紹介者：須永晃子
　E.F. シューマッハー『スモール・イズ・ビューティフル』
（小島慶三ほか訳，講談社学術文庫，1986 年）
第 12 回　2004 年 3 月 19 日（金）　紹介者：柳田隆文
　C. ポンティング『緑の世界史』（石弘之／京都大学環境
『都市の環境倫理』ができるまで 533
2010 年 1 月　絵地図づくりを行っている市民へのインタ
ビュー（千葉県若葉区）
2010 年 2 月　京成大久保商店街見学（習志野市）
2010 年 3 月　真鶴まちなみ見学（神奈川県）
2010 年 4 月　研究発表会（千葉市中央区ムーンライトブ
ックストア）
2010 年 5 月　桐生まちなみ見学（ぐんまの休日）
2010 年 8 月　富岡まちなみ見学（ぐんまの休日）
2010 年 10 月　市民自主企画講座「まちの未来を描いてみ
よう――私がつくるまちの姿」
（千葉市生涯学習センター）
2010 年 12 月　まなびフェスタ参加，市民自主企画講座成
果発表＆市民討論会「ちばの『未来』を語
る」（千葉市生涯学習センター）










































（8）『公共研究』は、2004 年度に 2 冊、2005 年度からは年




　2006 年 3 月，講師：吉永明弘（千葉大学大学院博士課程）
第 7 回　「アメニティを地図にまとめる―住民主体のまち
づくりを目指して」
　2006 年 4 月，講師：齋藤伊久太郎（法政大学非常勤講師，
AMR 会員）
第 8 回　「アメリカの景観・真っ直ぐな道」
　2006 年 5 月，講師：加藤まさみ（エコトピアンの会）
第 9 回　「日本の文脈をふまえた新しいまちづくりをめざ
して」
　2006 年 6 月，講師：加藤壮一郎（千葉大学工学部 4 年）
第 10 回　パネルディスカッション「まちづくりと公共性」




2006 年 6 月　「トポフィリアの会」結成
2006 年 8 月　研究発表会（千葉大学松戸キャンパス）
川くだり（東京都）
ホタル観察会（千葉市）
2006 年 9 月　大室幹雄先生の「北越雪譜」講座に参加（千
葉大学西千葉キャンパス）
栄村訪問（長野県）
2006 年 10 月 　岸由二先生の進化論自主講座に参加（綱島
／神奈川県）
2007 年 3 月　丸山康司先生との対話（産業技術総合研究
所／つくば市）
2007 年 5 月　八ツ場ダム建設予定地見学（群馬県）
雑誌「Topophilia」第 1 号刊行
2007 年 8 月　ホタル観察会（千葉市）
2007 年 9 月　夏合宿・研究発表会（軽井沢町）
2007 年 11 月　研究発表会（田町 CIC サテライトオフィス）
2007 年 12 月　団地見学（板橋区）
2008 年 5 月　日光散策（栃木県）
2008 年 8 月　ホタル観察会（千葉市）
2008 年 10 月　市民自主企画講座「知ればなるほどまちの
魅力――まちづくりコトはじめのマップづ
くり」（千葉市生涯学習センター）
2008 年 10 月　川越アメニティマップづくりに参加（埼玉
県）
2008 年 11 月　団地見学（板橋区）
2008 年 12 月　研究発表会（千葉大学西千葉キャンパス）
2009 年 3 月　研究発表会（千葉大学西千葉キャンパス）
2009 年 4 月　上田まちなみ見学（長野県）
2009 年 5 月　栃木・足利まちなみ見学（栃木県）
2009 年 10 月　市民自主企画講座「まちの魅力がよくわか
る――歩いてつくるまちの地図」
（千葉市生涯学習センター）
2009 年 12 月　まなびフェスタ参加，市民自主企画講座の
成果を展示（千葉市生涯学習センター）
2009 年 12 月　清渓川見学（韓国ソウル特別市）
2009 年 12 月　研究発表会（千葉市中央区ムーンライトブ
ックストア）
『都市の環境倫理』ができるまで534

















環境倫理」についての包括的研究」（2016 ～ 2018 年度）
の研究分担者・協力者として、一緒に研究を行ってい
る。山本さんと増田さんには『都市の環境倫理』の書
評を書いていただいた。
（15）加藤さんにお会いしたのは千葉大学内の研究会であ
った。そのとき私は、シンポジウムの準備として、ト
ゥアンとベルクの議論を要約して報告した。そのとき
に加藤さんからは、トゥアンの話をする人がいてうれ
しかったと言われた。私もトゥアンの本を読んでいる
同世代の人に会ったのは初めてだった。加藤さんとは
読書傾向が似ており、お互いに面白い本を紹介し合う
ようになった。間宮先生の都市論を教えてくれたのも
加藤さんだった。
（16）私の記憶では「トポフィリアの会」の名付け親は中
村紘子さんである。古いファイルには「トポフィリア
の集い」という記載もある。現在は結婚されて椎名紘
子さんになり、岐阜県白川町で農業を営んでいる。
（17）具体的には「エコトピアンの会」および「AMR」（ア
メニティ・ミーティング・ルーム）という団体の会合
に参加していた。その中で、酒井憲一先生、高橋克彦
さん、岩本毅幸さん、梅田陽子さんなど、多くの人と
交流した。
（18）2004 年にパルテノン多摩で開催された連続講座「〈景
観〉を考える」に参加したところ、たいへん有意義な
内容で、景観についての私なりの考えを固める端緒と 
なったので、企画担当者であり当日は司会をされてい
た金子さんにコンタクトをとっていたのである。この
連続講座の中身は、『〈景観〉を再考する』（青弓社）
として刊行されている。
（19）千葉市市民自主企画講座への応募資格は「千葉市内
で活動している団体」だったので、「トポフィリアの会」
として企画を出した。齋藤さんはその頃にはもう、な
し崩し的に「トポフィリアの会」のメンバーとなって
いた。
（20）現在では齋藤伊久太郎さんとご結婚されて齋藤有紀
子さんになっている。
（21）鞆の浦の架橋問題については、のちに科学研究費の
報告書として刊行した『都市の環境倫理　資料集』に
論考を寄せていただいた。
（22）最近では北杜市の太陽光発電施設をめぐる紛争に関
する論文集を編まれており、私もそこに投稿した。鈴
木先生のお仕事は、環境倫理学者の桑子敏雄先生と共
通する部分が多いように感じられる。桑子先生は地域
の環境整備に関する合意形成の研究を行っている。ま
た『感性の哲学』（日本放送出版協会）の中で、設計
者のコンセプト通りに経験することを強いられる「コ
ンセプト景観」を批判している。この点に関する桑子
先生の議論に私は完全に同意している。お話を聞く限
り、鈴木先生も「観光地」に対して同様の感覚を抱い
ているように見受けられる。
（23）その主要な論者であるシュレーダー＝フレチェット
の論考の要約を『都市の環境倫理』第五章に収録した。
（24）岸先生からの示唆を受けて、秘密基地体験について
各大学で学生にレポートを書いてもらったところ、予
想以上に面白いレポートが集まった。学生たちも書い
ていて楽しそうだった。その一部を『都市の環境倫理』
第五部に収録した。
（25）この読書会の間にグレイザー『都市は人類最高の発
明である』（NTT 出版）の翻訳が刊行され、ジェイ
コブズの議論を外側から考えてみることもできた。グ
レイザーの議論は『都市の環境倫理』の第五章で大き
く取りあげた。また、ジェイコブズを読了した後は、
ケヴィン・リンチ『都市のイメージ』（岩波書店）を
同様の方法で読んでいった。
